
１．沿革 【校　歌】作詞　清川信一、吉島栄蔵作曲　藤田良一
２．児童数、学級数 （学校基本調査、平成23年5月1日現在）
３．教職員
４．学校の目標
５．部活動 （学校教育課調、平成23年5月1日現在） ※あくまで調査時点での状況であり、変動があります。野　　球 バスケットボール 卓球 サッカー 陸　　上 バレーボール ソフトボール スキー 水　　泳 剣　　道 相　　撲 スケート 吹奏楽 合唱 バトン○ ○ ○ ○ ○男  レ レ          女  レ レ          ※「○」：部活動、「●」：一定の時間以外はスポーツ少年団等の活動として活動、「◎」：スポーツ少年団、愛好会等※設置にあたり男女の区分が特にない場合、男女区分の欄は空欄です。
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1 学校の概要

学級数

八戸市立湊小学校分校であったものを青潮小学校として創立

44 合計

湊小学校分校舎第1期として校舎新築

男子

昭和37. 4. 1

734
平成10.11.26 新校舎落成記念式典挙行
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教諭 5796

 

22 栄養教諭
運動部

教育目標 1 35計石 田 規 代 事務職員

設置

女子 技能主事

昭和35. 4.29

4年
（学校基本調査、平成23年5月1日現在）校長※特別支援学級の児童数は、該当する学年の児童数に含みます。養護教諭(助教諭)

337
教頭

5年 複式学年
平成19. 4. 2

1年
栄養教諭を核とした学校・家庭・地域の連携による食育推進事業を文部科学省より委託

3
平成23. 4. 1平成14.10.29

49114 52
創立40周年記念式典挙行

6年八戸市教育委員会より地域密着型教育推進校の指定を受ける
58 54513 10965 66 521032年 3年131 3 216734 336

考えて行動しよう／しっかり学ぼう／毎日運動しよう 文化部
1 2 たくましく　心美しく 1 荒 木 興 一 2 

白雲なびく階上の峰はるかなる　丘の上青潮の子ら　ああここに楽しく集い　身を鍛え輝く理想　抱くなり
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１．八戸市全体の傾向

２．市立小学校の児童数、学校数及び学級数 ■2011年（平成23年）の通常学級数鳩田
多賀台

城北中野 三条松館 根城城下 小中野美保野金浜 江陽－ 12～18

当市の人口は、1985年（昭和60年）の国勢調査で24万人を超え、その後は横ばいの状態が続きました。2005年（平成17年）には現在の南郷区との合併により244,700人となりましたが、2010年（平成22年）国勢調査の速報集計では237,473人となるなど減少傾向にあり、今後もその傾向は続くものと見込まれます。一方、当市の市立小・中学校に通う児童生徒数は、1982年（昭和57年）の39,040人をピークに減少傾向にあり、2011年（平成23年）には20,564人と、ピーク時と比較して47.3％減少しています。今後もその傾向は続き、2014年（平成26年）からはピーク時の半分以下となり、2017年（平成29年）には17,707人と、54.6％減少するものと見込まれます。
2 八戸市の人口と児童生徒数の推移

町畑湊高館是川図南
19校豊崎江南

日計ヶ丘
5校大久喜※＋－の記号は前年度からの区分の移動を示しています。島守7校 15校

明治
　児童数の減少に伴い、1学校あたりの平均通常学級数も減少し、全体的に小規模化が進んでいます。※八戸市の人口は、2005年の国勢調査までは実績値（調査年以外は直前・直後の結果を直線で結んで推計）であり、以降は第5次八戸市総合計画における推計値を参考にしています。※児童生徒数は、2011年までは実績値であり、以降は2011年5月1日現在の住民基本台帳に基づく市教育委員会の推計値です。

～5種差－ 6～11白銀－ 19～白山台根岸柏崎－旭ヶ丘
白銀南 新井田青潮吹上是川東 鮫白鴎下長長者中居林八戸田面木＋西園＋桔梗野多賀市野沢轟木
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推計八戸市の人口 2005年実績：244,700人

2017年推計：17,707人2011年実績：20,564人 7,293人13,271人
1962年：37,943人 1982年：39,040人
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児童数 学校数
1959(S34)　豊崎第二小→五戸町へ1962(S37)　青潮小開校1965(S40)　旭ヶ丘小開校1969(S44)　多賀台小開校1970(S45)　白鴎小開校1975(S50)　城下小開校1978(S53)　図南小開校1979(S54)　江南小開校1981(S56)　根城小笹子分校→図南小へ統合1983(S58)　城北小開校1986(S61)　西園小開校1988(S63)　白銀南小開校1993(H5)　日計ヶ丘小開校1996(H8)　白山台小開校2005(H17)　市野沢小、中野小、鳩田小、島守小→八戸市へ2011(H23)　番屋小→図南小へ統合

平均通常学級数
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３．青潮小学校の児童数の推移

４．児童数の比較 ( (( (５．通常学級数の比較 ( (+( (
※児童数、学級数の「ピーク時」は、複数ある場合、年次で早い方を表示しています。※学級数の将来推計は、2011年(平成23年)の学級編制基準に基づいています。

-14.3%) -1,923 -14.5%)-18.1%)-149 ６年後青潮小 ６年前 今年ピーク（見込含） 2005年(H17）

青潮小学校の児童数は、1962年（昭和37年）に開校して以来増加を続け、ピーク時の1976年（昭和51年）には1,094人が在籍していました。2002年（平成14年）の910人を2度目のピークにその後は減少傾向にありますが、今後は600人台で横ばいに推移するものと見込まれます。

-1.2%)2017年(H29）2011年(H23） -8665673

※児童数・学級数は、1958年（昭和33年）以降を対象としており、「ピーク時」といった場合も1958年（昭和33年）以降をさしています。※将来の児童数・学級数は、現在当該学区に住んでいる子どもがそのまま進学・通学するものとして推計しています。※転入や転出が多い地域では、推計値と実際の児童数の差が大きくなる場合があります。
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※ここで示す児童数は、住民基本台帳上、当該学区内に住む該当年齢の児童数であり、実際に通学する児童数とは異なります。

■青潮小学校通学者数の見込み

3 町内ごとの児童数と今後の見込み

3 11 47 146 29 34 23 101 52 49 68 42 43 502 17 52 84 34 18 23 72 33 52 84 31 63 42020406080100120140160
柳町 ホロキ長根 高台町 永楽町 第一永楽町 赤坂 青潮 岩渕 湊東町 湊高台一丁目 湊高台二・四丁目

湊高台三丁目 湊高台五丁目 湊高台六丁目
H23 H29

三島 三島上第一三島上湊小
青潮小

柳町
岩渕 湊高台六丁目
青潮 赤坂

永楽町高台町ホロキ長根

湊高台一丁目湊高台五丁目湊高台二・四丁目

本町 上の山 中道 下中道山手本町 大沢頭山手三島三島丘南ヶ丘

下条 館鼻浜須賀汐越一部汐越二部 大沢 第三三島第二三島第一三島第一久保
湊小学区

新井田小学区

上中道第二久保 大沢片平
湊東町

塩入

山手通

東中

第一永楽町

：10人（10人未満の場合も帽子1個）白銀小学区
白銀小第一本町小学校通り清水川

湊高台三丁目 下大久保第一大久保
白銀南小学区

坂ノ脇夏川戸 坂ノ上東坂ノ上
巻目

白鴎小学区湊中 (労災病院)
町道
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